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近代化とともに「モノ」や「形」に関する認識は常に変化してきているが、歴史的建造物に関
する認識も同様に変わっているのであろうか。建物は使用主によって、また周辺環境によって、
社会的な状況などによって常に変化するものであるが、長い時間を経て存在し続けてきた歴史的
建造物の変化についてはあまり気付いていないのが現状である。歴史的建造物に最も変化をもた
らすことができるのは修理工事である。そのような意味において、本論文は建物の変化について
時代を遡って問い直したものである。
本論文では、まず第 1章で朝鮮総督府による行政的な保存法令の整備や保存関連組織の改編を
探り、第 2章で修理工事の事例とその記録の変遷について考察し、植民地朝鮮における歴史的建
造物の保存と修理工事を通史的に考察した。次に修徳寺大雄殿の修理工事をめぐる緒状況を把握
するために、第 3章で 1933 年の「朝鮮宝物古蹟名勝天然記念物保存令」以降における修理工事
に関する規定について考察し、第 4章で『小川敬吉資料』からみる修徳寺大雄殿の工事について
考察を行った。第 5章では、修徳寺大雄殿の工事監督であり、朝鮮総督府の技手として植民地朝
鮮の歴史的建造物の保存に携わっていた小川敬吉という人物について考察を行った。
以上のことをふまえた上で、本論文の各章の結論をまとめると以下のようになる。
本論第 1章「植民地朝鮮における歴史的建造物の保存制度の形成と変遷」では、「寺刹令」の
施行（1911 年）から「古蹟及遺物保存規則」の制定（1916 年）を経て、「朝鮮宝物古蹟名勝天
然記念物保存令」（1933 年）に至るまでの近代的な保存関連法令の整備について考察した。その
結果、植民地朝鮮における歴史的建造物の保存関連法令は日本の法令をモデルとしており、類似
している部分が多いが、単なる模倣ではなく、日本に先駆けた先進的な試みも行われたことが判
明した。また、朝鮮総督府の古蹟調査及び保存事業関連の組織の形成とその改編についても考察
を行った。その結果、最初の組職で見られる特徴は建築営繕にかかわる業務と歴史的建造物の修
理が分離しないまま、実行されたことが判った。しかし、1930 年代に行われた官制改訂をみると、
調査・管理・保存の業務が朝鮮総督府学務局へ統合され、歴史的建造物の修理が建築営繕から完
全に独立した領域として認識されたことが判る。
第2章「植民地朝鮮における歴史的建造物の保存修理工事とその記録」では、工事関連記録が残っ
ている修理工事の事例を時代順に並べ整理し、その工事の特徴について考察した。また、ここに
紹介する工事関連記録の多くは『小川敬吉資料』に所収されているもので、その中には「修理工
事報告書」に当たるものが幾つかあるため、その構成内容についても考察を行った。修理工事報
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告書の最も早い事例は、1913 年の平壌普通門修理工事に関する報告の『大正二年度平壌普通門
修理紀要』であり、1916 年～ 1919 年の浮石寺無量寿殿及び祖師堂の修理工事に関する記録が「浮
石寺保存工事施業功程」として残っていることが判明した。この二つの資料は工事監督の木子智
隆によって作成されたものである。1919 年の金提金山寺修理工事の記録としては『金山寺観跡
図譜』という出版物があるが、工事の概要に関する概略と工事後の写真が主で、工事報告書とい
うより、写真集に近い。一方、1933 年以降になると、修理工事の概要だけでなく、調査事項な
どの詳細項目が増えることがわかる。この時期の修理工事報告として知られているのは「宝物成
仏寺応真殿工事調書」である。以上のことから、1913 年から 1945 年の修理に至るまで植民地
朝鮮では修理工事報告はその体裁が整っておらず、建物の概要や写真・図面を中心に作成された
ものもあるが、浮石寺や成仏寺応真殿の工事報告は他の報告よりその内容が充実していることが
わかる。
第 3章「1933 年以降における宝物建造物の保存及び修理工事」では、「朝鮮宝物古蹟名勝天然
記念物保存令」（1933 年）の制定後の修理工事のあり方について考察した。その結果、1933 年
以降の修理工事においては、「宝物建造物修理施行準則」という工事執行に関する規定があり、
日本の「国宝保存法」時代の「国宝建造物修理施行準則」になぞって作られたことが判明した。
また、『小川敬吉資料』には「修徳寺大雄殿修理工事取扱手続」（附則には、昭和 12 年 2 月 26
日より施行と記載）と「宝物建造物長安寺四聖殿保存修理工事取扱手続」（附則には、昭和 13年
2月
ママ
日より施行と記載）という 2件の文書が所収されており、各修理事業ことに工事執行に関
する必要事項の規定を定めたことが判った。その規定内容は 2件とも職制や庶務及び会計に関す
る事項で、特に、工事竣成後には「破損及構造ノ調査書、修理工事経過ノ詳細、実施仕様書、精
算書、修理前実測図各種仕事図及修理竣工図、摺拓本及模型、修理前写真、資料写真及修理竣工
写真」を備え、提出することが求められていることが判明した。
第4章「『小川敬吉資料』からみる修徳寺大雄殿の修理工事（1937～1940年）」では、新出資料「修
徳寺大雄殿修理報告」を紹介するとともに、修徳寺大雄殿が全解体工事に至るまでの経緯や、工
事担当者、工事日程、その工事内容、修理方針などについて分析し、考察を行った。その結果、
修徳寺大雄殿修理工事は歴史的建造物の保存修理工事に関する考え方や修理方針がある程度整っ
た 1933 年以降に実施された工事であったため、学術的な調査を伴う解体修理工事が図られ、建
築技術などに関する考察が積極的に行われたことが判った。また、修理方針としては当時の日本
と同様に原形への復旧を目指す一方、在来の工法の踏襲、同種・同質の材料の利用、部材の再利用、
修補年号の燈印などが原則として守られた。また古色塗をし、材料の風化による「古風」を出し、
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建物の審美的な面を重要視したことがわかる。また、学術調査では柱内転び、柱隅伸び、糸巻型
平面、日本の和様・唐様・天竺様の手法が混在した手法を発見し、その形式手法を再現すること
に重点をおいたこともわかる。以上のことから、修徳寺大雄殿修理工事は単に損傷した部分を修
理するだけでなく、韓国木造建築の細部の構造技法について究明しようとする小川敬吉の修理へ
の姿勢が窺えるものであった。
第 5章「韓国歴史的建造物の保存修理事業における朝鮮総督府技手小川敬吉の役割」では、ま
ず、小川敬吉の履歴について考察を行った。小川の古蹟関連活動は、主に朝鮮総督府博物館の業
務を通じて行ったと考えられる。その業務内容としては「宝物古蹟（特に、建造物）」の調査や
修理工事に係わる仕事全般であり、小川が作成した修理工事に関する意見書などが残っている。
また、1933 年以降には保存修理を必要とする建造物を挙げ、補助金を所有者に渡すと共に、そ
の仕事を地方庁に委託させ、修理に堪能な技術者を紹介し、その指導監督にあたった。また、日
本人の修理技術者を朝鮮の修理現場に受け入れるとともにそれ以前の修理工事よりも学術的な調
査を重視し、その記録を忠実に残していく方向に指導していたと思われる。これは同時期の日本
の修理現場の状況を参考にした上での指導であったが、柱内転びなどの学術的な調査は日本より
も先だっていたといっても過言ではなく、小川が韓国建築史の発展や歴史的建造物の保存のため
に尽くした努力は評価されるべきものと考える。
